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保育所における「実践し省察するコミュニティ」の形成
―町の 保育所における 年間のプロセス―

岸野麻衣（福井大学）

キーワード：省察，コミュニティ，保育者の専門性

問題と目的

幼児教育の実践現場においては，保育場面にお

ける子どもの姿や環境構成の在り方などについて

保育カンファレンスを行い，より良い援助に向け

てその質を高めたり，特定の場面についてエピソ

ードを記述して事例検討を行い，実践を省察して

保育の力量を高めたりしていくことが行われてき

た。また，保育の記録も重要とされ，日々の記録

や週の記録を通して子どもの姿を捉え直し，次の

保育の計画に結び付けることが重要とされている。

一方で園によっては，早朝から夜まで保育にか

かり，また正規職員と臨時職員が交代して働く忙

しい現実があり，そうした研修の場と時間をどう

捻出するかが今もなお課題になっていることは否

めない。特に，子どもの姿を記述し，検討しあう

「書く」文化がない園においては，省察の場を創

っていくことにいっそう課題があるといえる。

本研究では，保育者が主体に，実践を「書く」

ことを通して子どもの姿を捉え直す風土を作って

いった，一つの地域の複数の保育所の事例を検討

し，その過程で生じるサイクルを明らかにする。

方 法

ある町立保育所の事例について，そこでの過程

を検討する。当該町には４つの公立保育所があり，

年に各園から１，２名ずつで構成される実践

研究グループ「ぴっか」が立ち上げられた。この

名前には「“子どもがひらめいた時の様子”を音の

響きで連想させ、その一人ひとりのひらめきに寄

り添っていける存在でありたい」という思いが込

められているという。このグループが，町の公開

保育研究会や各園の保育研究についての企画運営

を担っていった。著者は毎年 回助言者として研

究会に参加してきたほか，福井大学での公開研究

会に彼らを招聘し，協働でシンポジウムを開催し

た。本稿では，これまでの研究会の資料や記録な

どをもとに振り返り，どのようなサイクルが展開

してきたのかを捉え直して記述していく。

結果と考察

１．園の保育を拓く：まずやってみる

（１）問題意識の共有と手立ての構想： 年度

まずは４園から集うコア・メンバーが問題意識

を共有していった。６・ ・ 月に，極小規模１

園を除く３園を著者が訪問し，ぴっかメンバーと

共に保育を見て，各園の保育者と語り合った。そ

の中で，子どもの主体性が十分引き出せていない

という課題がメンバーの中に共有されていった。

月には，年長児が主体となって園内で小さな発

表会を開く実践が展開され，目指す方向性を具体

的に共有することができた。遊びが単発に終わら

ず子どもの思いがつながって翌日以降に継続して

展開していくには，子どもたちが遊んだ後にみん

なで振り返り次の展開を考えていく場や，保育者

がそれを見取ってつないでいく記録の重要性が共

有された。具体的には週案の毎日の記録とは別に

週レベルでの振り返りを記載してみることとした。

（２）試行錯誤： 年度

各園で公開保育研究会をするのと別に，６・ ・

月に著者が訪問して，ぴっかメンバーで一つの

保育所に絞って保育を継続的に見て検討していっ

た。子どもの遊びが途切れないよう十分な時間を

取るよう１日の流れが変更されていた。協議会で

は，全体会形式で一人一言ずつ言っていく中，環

境や職員間の連携の問題が話題になった。一園に

絞ったこともあり，各園の遊びの展開についてス

ライドで共有したほか，ぴっかメンバーが事例を

書いて検討し合った。この段階では書くことの意

味や書き方について十分検討しきれていなかった。

２．見合い語り合う風土の醸成：仕切り直し

年度も各園の公開保育のほか，一つの保育

所に絞った年３回の公開研究会が開かれた。協議

会は，小グループに分かれて互いに感じたことや

考えたことを交流するようにした。各園の遊びの

展開についても，写真を印刷して持参し，グルー

プで語り合うことが取り入れられた。公開保育と

協議の場に学区の小学校長も参加したほか，夏に

は各学区の小学校教師が各保育所で遊びを参観し

子どもの姿について語り合う会が始められた。記

録についても，週案とは別紙のシートが作られ，

ぴっかメンバーが中心となって修正が重ねられた。

３．書いた実践を元に語り合う：新たなステージ

年度には各園の公開保育や夏の小学校教

師の保育参観は定例化し，加えて週ごとの記録に

各園で取り組み，ぴっかメンバー以外にも優れた

記録が見られるようになった。著者の訪問は冬に

３園となり，各園で検討会を経て書かれた各年齢

の事例をぴっかメンバーと共に検討し合うことに

取り組み，書くことの意義が共有された。

ぴっかメンバーが各園のコーディネータとして

研究を進める中で，各層でコミュニティが発展し，

実践を省察する文化が培われてきた。
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困難克服型宿泊研修プログラムが小学生の徳育的能力に与える影響
―３泊４日の臨海学校での研修を通して―

伊住継行（環太平洋大学）

キーワード：長期宿泊体験，困難克服型プログラム，

問題と目的

平成 年 月に新しい小学校学習指導要領が公

示された。改訂の基本方針として道徳教育の充実

とともに，豊かな体験活動が引き続き重視され，

一定期間にわたる集団宿泊活動が望まれている

（文部科学省， ）。長期宿泊研修のプログラム

タイプには①困難克服型，②グループ活動重視型，

③教科や総合的な学習型，④基本型の４つがあり，

近年，困難克服型に移行する学校が増え，宿泊研

修に求める目的が明確になっている（国立吉備少

年自然の家， ）。

ところで，長期宿泊研修の測定尺度として

が開発されている（橘・平野， ）。 は心理

社会的，徳育的，身体的の３つの能力から構成さ

れ，それらの得点を合計して「生きる力」を測定

する尺度である。この 得点が長期宿泊研修事

前事後で有意に高まる傾向がこれまでの研究で報

告されている（藤村・水野， ）。しかし，徳育

的能力については有意差がなかったとする報告も

ある（橘， ；神田・佐藤， ）。その理由と

して，従来の長期宿泊研修が上記で紹介した研修

プログラムタイプの違いを区別して実施していな

いからではないかと考えられる。

そこで，本実践では，３泊４日の長期宿泊研修

で困難克服型の研修プログラムを設定し，研修前

後で の徳育的能力が向上するかどうかを明ら

かにすることにした。

方 法

（１）対象：中国地方の公立小学校５年生 名。

（２）困難克服型プログラムについて

３泊４日の期間中，２回洋上カッター研修を実

施した。１回目は１日目で３時間，２回目は３日

目で片道約４㎞ある無人島を目指すカッター研修

を行った。カッター研修の後には体験したことを

価値付けるためにビーイングを行い，「カッター研

修をうまくやるために大切なことは何か」につい

て小グループで振り返った。

（３）ＩＫＲの徳育的能力の測定

事前と事後と１か月後の追跡調査の３時点の

の結果に対して「生きる力」の測定・分析ツ

ールを用いて一要因分散分析を行った（国立青少

年教育振興機構， ）。

結 果

（１）困難克服型プログラムについて

２回目の洋上カッター研修は風向きや潮の流れ

の関係で無人島までたどり着けないほど困難な研

修になった。しかし，その中でも児童の必死で協

力し合う姿が見られた。ビーイングの中で児童は，

「みんなのために声を出す。」，「心を合わせる。」

など大切だと感じた行動や心構えを模造紙に書い

てまとめていくことができた。

（２）ＩＫＲの徳育的能力の変化について

回答に不備のあった 名のデータを除外して

対応のある一要因分散分析を行った（ １）。

その結果， （ ， ） ， で時点の効

果が有意であることが示され， 法によ

る多重比較の結果，事前と事後に有意な差が認め

られた（ ）。

時点ごとの徳育的能力の平均値と標準偏差

考 察

困難克服型の研修プログラムによって一人では

解決できない課題が生まれ，みんなで協力せざる

を得ない状況が生まれた。そのことで，互いを思

いやる気持ちやチームワークが向上し， の徳

育的能力が向上したものと考えられる。一方，研

修後の学校生活でも徳育的能力を向上させる取組

を充実させることが今後の課題である。

時点 平均値 標準偏差
事前調査
事後調査
追跡調査
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